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１．研究計画の概要 

(1)目的 

本研究は、教科書や児童読み物についての
さまざまな試みが模索され、また大きな転換
点でもあった明治期の文化状況に光を当て、
そこでの小学校教科書と児童読み物との相
互交渉と断絶の様相を明らかにすることを
目的としている。それは、教科書や児童読み
物を通して作り上げられた、近代文化の展開
の様相を視野に入れつつ、日本近代児童文学
史や教科書史を書き換えることでもある。 

(2)方法 

文献資料の収集とその分析が中心となる。
明治期の国語教科書類に大きな影響を与え
たアメリカのリーダー類との比較分析、明治
期の国語教科書（読本）の系統的な調査とそ
の位置付け、さらには周辺の子ども文化との
比較検討を通して、明治期の子どもはどのよ
うな知識獲得メディアを通してリテラシー
を身につけ自己形成していったのかを、歴史
的に探求する。 

 

 

２．研究の進捗状況 

(1)2008 年度は、明治期初等国語読本と子
ども読み物の状況を調査しその特徴を整理
した。まず、明治初期の「子ども向け翻訳啓
蒙書」として、従来は取り上げられてこなか
った 25冊を博捜し、それらを一覧表にした。
総数では、33 冊をランクアップすることがで
きた。これら「子ども向け翻訳啓蒙書」が果
たした役割を、もとになったアメリカの読本
や修身書などと比較して、その内容、文章･
文体などの観点から検討した結果、これらの
本が明治期の子ども読み物に占める位置は、
これまで考えられてきた以上に大きいとい

う結論を得た。 

(2)2009 年度は、明治初期初等国語読本と
子どもの読み物の状況を、国語教科書を中心
として探っていった。中心になったのは、『小
学読本』などの国語教科書をめぐる状況の調
査と考察である。出典不明だった『小学読本』
の冒頭教材の典拠がアメリカの地理教科書
であったことを特定し、そこから明治初年に
は、欧化主義的な方向と国粋主義的な方向と
が、互いにぶつかり合いながら展開していっ
た様相が、教科書の教材編成や構成に表れて
いることを実証することができた。 

(3)2010 年度は、明治中期初等国語読本と
子どもの読み物の状況を、国語教科書を中心
として探った。中心になったのは、明治期の
教科書書肆の雄とも言うべき金港堂の国語
教科書と、明治 20 年前後の文部省の国語教
科書をめぐる状況の調査と考察である。さら
に、明治検定期の代表的な国語教科書につい
て資料を収集し、またそれが子ども読み物で
ある「少年書類」とどのように関係するのか
について考察する準備が整った。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進行している 

しかし、子ども文化との関係はまだ資料収
集･分析にまでいたっておらず、最終的なま
とめに繰り込めない可能性が出てきた。国語
教科書を中心にして、それと子ども文化との
関係を示唆する方向でまとめを行いたい。 

 

４．今後の研究の推進方策 
四年間の研究全体を見渡すと、国語教科書

については、所期の成果がほぼ見通せるよう
になった。しかし、周辺の子ども読み物やお
もちゃ絵、幻燈、修身画などについての資料
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は揃いつつあるが、それらを個別に論じるに
は、この一年間では難しいと思われる。そこ
で、国語教科書の研究の中に、それらに関す
る言及を挟み込む形で、最後のまとめを行う
つもりである。本研究については、それぞれ
毎年の研究成果を関連学会で発表し、また学
会誌に論文として掲載してきた。それらを、
統合して、まとめをおこなう予定である。 
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